
２

新
し
い
院
長
が
就
任
　
　

～
常
勤
医
師
の
増
員
と
新

た
な
医
療
機
器
を
導
入
～

　
　

　
４
月
よ
り
同
病
院
の
院
長
に

宮
崎
　
俊
一
さ
ん
が
就
任
し
ま

し
た
。

　
宮
崎
院
長
の
専
門
は
循
環
器

内
科
で
、
特
に
心
臓
カ
テ
ー
テ

ル
検
査
や
血
管
内
治
療
の
専
門

医
で
、
こ
れ
ま
で
近
畿
大
学
医

学
部
循
環
器
内
科
主
任
教
授
と

し
て
活
躍
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
同
病
院
に
お
い

て
、
治
療
は
も
と
よ
り
地
域
医

療
の
発
展
に
そ
の
手
腕
を
発
揮

し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
　
ま
た
、
宮
崎
院

長
の
就
任
に
合
わ

せ
て
、
近
畿
大
学

医
学
部
よ
り
循
環

器
内
科
医
師
３
人

と
消
化
器
内
科
医

師
１
人
も
着
任
し

ま
し
た
。

　
こ
れ
に
伴
い
、

循
環
器
内
科
に
お

い
て
課
題
と
な
っ

て
い
た
、
心
臓
カ

テ
ー
テ
ル
検
査
や

治
療
の
再
開
に
向

け
て
、
最
新
鋭
の

ア
ン
ギ
オ
装
置

（
血

管

造

影

装

置
）
を
導
入
し
ま

し
た
。

　
さ
ら
に
、
手
術
後
や
重
症
患

者
用
病
室
の
整
備
、
ベ
ッ
ド
サ

イ
ド
モ
ニ
タ
ー
な
ど
の
機
器
の

充
実
も
図
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
医
療
体
制
の
整
備

に
よ
り
、
現
在
で
は
狭
心
症
や

心
筋
梗
塞
な
ど
の
病
気
に
つ
い

て
検
査
や
治
療
が
可
能
と
な

り
、
循
環
器
内
科
診
療
が
さ
ら

に
充
実
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
　
今
後
も
引
き
続
き
医
師
、
看

護
師
、
臨
床
検
査
技
師
、
放
射

線
技
師
、
臨
床
工
学
技
士
が

チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
病
気
の

早
期
発
見
と
と
も
に
、
緊
急
を

要
す
る
心
疾
患
に
も
適
切
に
対

応
し
て
い
き
ま
す
。

富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院富田林病院のののののののののののののののののののののの

南
河
内
医
療
圏
の
中
核
病

院
と
し
て

　
富
田
林
病
院
は
、
南
河
内
医

療
圏
に
お
け
る
中
核
病
院
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
地
域
住
民
の
皆

さ
ん
へ
の
良
質
な
医
療
の
提

供
、
救
急
医
療
、
大
規
模
災
害

へ
の
対
応
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
日
々
変
化
す
る
医
療

ニ
ー
ズ
に
迅
速
に
対
応
す
る
と

と
も
に
、
本
格
的
な
超
高
齢
社

会
を
迎
え
る
本
市
に
お
け
る
医

療
の
充
実
を
図
る
た
め
、
近
畿

大
学
医
学
部
附
属
病
院
と
さ
ら

な
る
連
携
の
強
化
を
図
り
、
最

良
の
医
療
を
提
供
し
て
い
き
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
　
健
康
づ
く
り
推

進
課
〔

　
５
５
２
０
〕

（２８）

医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制ががががががががががががががががががががが充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実ささささささささささささささささささささされれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれままままままままままままままままままままましししししししししししししししししししししたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた医療体制が充実されました！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！
～最新鋭のアンギオ装置を導入、心臓カテーテル検査・治療を再開～最新鋭のアンギオ装置を導入、心臓カテーテル検査・治療を再開～～

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

「
も
の
づ
く
り
技
術
推
進
事
業
に
関
す
る

産
学
官
連
携
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た

　
本
市
で
は
、
５
月
　
日
、
富

１６

田
林
工
業
団
地
内
企
業
で
構
成

さ
れ
る
富
田
林
高
度
技
術
連
携

協
議
会
お
よ
び
大
阪
府
立
大
学

と
初
め
て
、「
も
の
づ
く
り
技
術

推
進
事
業
に
関
す
る
産
学
官
連

携
協
定
」
を
締
結
し
、
市
内
の

も
の
づ
く
り
企
業
の
技
術
推

進
、
事
業
化
の
支
援
を
強
化
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
に
よ
り
、
本
市
と

同
協
議
会
お
よ
び
大
阪
府
立
大

学
が
組
織
的
に
も
の
づ
く
り
企

業
へ
の
協
力
関
係
を
強
化
し
、

人
材
育
成
、
技
術
課
題
の
解

決
、
情
報
交
換
な
ど
を
通
じ
、

よ
り
一
層
の
地
域
経
済
の
活
性

化
を
め
ざ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光
課

（
内
線
４
８
１
）
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地
域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域
ににににににににににににににににににににに
根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根
差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差
ししししししししししししししししししししし
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経
済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済
ののののののののののののののののののののの
活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活
性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性
化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化
ののののののののののののののののののののの
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ
ににににににににににににににににににににに

～
地
域
に
根
差
し
た
経
済
の
活
性
化
の
た
め
に
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



３

　
５
月
　
日
に
開
か
れ
た
第
１

１９

回
市
議
会
臨
時
会
で
、
議
長
・

副
議
長
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
会
選
出
の
監
査
委

員
も
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

議
長

　
川
谷
　
洋
史
さ
ん
（
　
歳
）

３５

住
所
　
若
松
町
二
丁
目
４
の
　２８

経
歴
　
副
議
長
、
監
査
委
員
な

ど
を
歴
任

副
議
長

　
岡
田
　
英
樹
さ
ん
（
　
歳
）

６２

住
所
　
桜
ケ
丘
町
　
の
１
の
１

１５

２
１
４

経
歴
　
監
査
委
員
、
文
教
厚
生

常
任
委
員
会
委
員
長
な
ど
を
歴

任

議
長
・
副
議
長
・

議
会
選
出
の
監
査
委
員
決
定

監
査
委
員

　
西
川
　
宏
郎
　
さ
ん（
　
歳
）

７２

住
所
　
若
松
町
西
三
丁
目
１
４

４
７
の
　１６

経
歴
　
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

委
員
長
、
広
報
委
員
会
委
員
長

な
ど
を
歴
任

　
商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商
業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業
動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動
態態態態態態態態態態態態態態態態態態態態態態態態態態態態態態態態態態態態態
統統統統統統統統統統統統統統統統統統統統統統統統統統統統統統統統統統統統統
計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計
調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調
査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査
ににににににににににににににににににににににににににににににににににににに

商
業
動
態
統
計
調
査
に
　

ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協
力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力
ををををををををををををををををををををををををををををををををををををを

ご
協
力
を
！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

　
商
業
を
営
む
全
国
の
事
業
所

の
事
業
活
動
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
、　

年
度
商
業
動
態
統
計
調

２８

査
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
調
査

は
、
経
済
産
業
省
が
実
施
す
る
基

幹
統
計
で
、
結
果
は
景
気
動
向
を

把
握
す
る
た
め
の
重
要
な
指
標

と
し
て
広
く
利
用
さ
れ
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
事
業
所
に
は
、
７

月
上
旬
か
ら
府
知
事
が
任
命
し

た
統
計
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま

す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
府
統
計
課
〔

０

６
（
６
２
１
０
）
９
２
０
９
〕

　
７
月
　
日

は
、
参
議
院
議

１０

員
通
常
選
挙
の
投
票
日
で
す
。

　
選
挙
権
年
齢
の
「
満
　
歳
以

１８

上
」
へ
の
引
き
下
げ
が
適
用
さ

れ
る
最
初
の
選
挙
で
す
。
必
ず

投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

●
投
票
日
な
ど

投
票
日
　
７
月
　
日

、
午
前

１０

７
時
～
午
後
８
時

投
票
所
　
市
内
　
投
票
所
（
選

３４

挙
人
名
簿
登
録
者
に
送
付
す
る

投
票
所
入
場
整
理
券
に
記
載
さ

れ
て
い
る
各
投
票
所
で
投
票
し

て
く
だ
さ
い
）

●
期
日
前
投
票

　
投
票
日
に
、
何
ら
か
の
事
情

で
投
票
所
へ
行
く
こ
と
が
で
き

な
い
と
予
想
さ
れ
る
人
は
、
期

日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

と
き
　
６
月
　
日
～
７
月
９
日

２３


、
午
前
８
時
　
分
～
午
後
８

３０

時
（
土
・
日
曜
日
を
含
む
）

と
こ
ろ
　
市
役
所
４
階
４
０
１

会
議
室
、
金
剛
連
絡
所
２
階

ホ
ー
ル

●
投
票
所
入
場
整
理
券
お
よ
び

選
挙
公
報

　
投
票
所
入
場
整
理
券
は
投
票

所
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
入
場
整
理
券
が
な
く

て
も
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
本
人
で
あ
る
こ
と
が
確

認
で
き
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
の

で
、
投
票
所
の
係
員
に
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
選
挙
公
報
は
７
月
８

日

ま
で
に
各
家
庭
に
郵
送
し

ま
す
。
届
か
な
い
と
き
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
選
挙
公
報
は
府
選
挙

管
理
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

〔h
ttp
://w

w
w
.p
re
f.o
sa
k
a

.lg
.jp
/s
e
n
k
a
n
/2
4
s
a
n
g
iin
/

in
d
e
x
.h
tm
l

〕
に
掲
載
さ
れ
る

予
定
で
す
。

●
不
在
者
投
票

指
定
施
設
で
の
不
在
者
投
票

　
都
道
府
県
の
選
挙
管
理
委
員

会
が
指
定
し
た
病
院
や
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
に
入
院
、

入
所
さ
れ
て
い
る
人
で
投
票
所

に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
人

は
、
そ
の
施
設
で
不
在
者
投
票

が
で
き
ま
す
。　

郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票

　
身
体
障
が
い
者
手
帳
や
戦
傷

病
者
手
帳
、
介
護
保
険
被
保
険

者
証
を
お
持
ち
で
要
件
に
該
当

す
る
人
は
、「
郵
便
等
投
票
証
明

書
」
の
交
付
を
受
け
た
上
、
７

月
６
日

ま
で
に
投
票
用
紙
の

請
求
を
選
挙
管
理
委
員
会
に
し

て
い
た
だ
く
と
自
宅
な
ど
で
郵

便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票
が

で
き
ま
す
。

滞
在
地
で
の
不
在
者
投
票

　
一
時
的
に
遠
隔
地
に
滞
在
し

て
い
る
人
は
、
選
挙
管
理
委
員

会
に
請
求
す
る
と
滞
在
先
に
投

票
用
紙
な
ど
を
郵
送
し
ま
す
の

で
、
最
寄
り
の
同
委
員
会
で
不

在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

※
い
ず
れ
も
手
続
き
に
は
一
定

の
期
間
を
要
し
ま
す
の
で
、
至

急
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
（
内
線
４
８
６
）

参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参
議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議
院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院
議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員
通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通
常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常
選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選
挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
がががががががががががががががががががががが

実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実
施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施
さささささささささささささささささささささ
れれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれ
ままままままままままままままままままままま

実
施
さ
れ
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

７
月
　
日

、
午
前
７
時
～
午
後
８
時

１０



４

「
教
育
大
綱
」
の
素
案
に
対
す
る

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す

　
本
市
で
は
、
公
共
施
設
の
配

置
の
あ
り
方
を
示
す
「
公
共
施

設
再
配
置
計
画
」
の
策
定
に
向

け
た
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
同
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、

「
公
共
施
設
の
あ
り
方
」や
「
利

用
状
況
」
な
ど
に
つ
い
て
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
伺

い
す
る
た
め
、「
公
共
施
設
再
配

置
に
関
す
る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公
共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共
施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施
設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設
再再再再再再再再再再再再再再再再再再再再再
配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配
置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置
ににににににににににににににににににににに
関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

「
公
共
施
設
再
配
置
に
関
す
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民
アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
ケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト
調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調
査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」
を
実
施

し
ま
す

調
査
」
を
実
施
し

ま
す
。

　
市
内
に
住
所
の

あ
る
　
歳
以
上
の

１８

人
の
中
か
ら
無
作
為
に
抽
出
さ

れ
た
３
０
０
０
人
の
皆
さ
ん
に

７
月
中
に
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を

郵
送
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
行
政
管
理
課

（
内
線
３
２
７
、
３
３
７
）

　
本
市
で
は
、
　

年
に
「
第
４

１９

次
富
田
林
市
総
合
計
画
」
を
策

定
し
、
こ
の
計
画
に
基
づ
い

て
、
教
育
行
政
に
関
す
る
目
標

を
実
現
す
る
た
め
の
施
策
を
展

開
し
て
き
ま
し
た
。

　
現
在
、「
地
方
教
育
行
政
の
組

織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
」

の
一
部
改
正
を
受
け
、
本
市
の

教
育
、
学
術
、
文
化
の
振
興
に

関
す
る
総
合
的
な
施
策
に
つ
い

て
、
そ
の
基
本
と
な
る
理
念
や

方
針
を
定
め
る
「
教
育
大
綱
」

の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
た
び
、
同
大
綱
の
素

案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
な
ど

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

意
見
な
ど
の
募
集
期
間

７
月
　
日

～
８
月
　
日


１３

１２

素
案
の
閲
覧
方
法

７
月
　
日

～
、
市
役
所
（
情

１３

報
公
開
課
お
よ
び
教
育
総
務

課
）
、
金
剛
連
絡
所
、
中
央
・
金

剛
図
書
館
、
中
央
・
金
剛
・
東

公

民

館
、
人

権

文

化

セ

ン

タ
ー
、
青
少
年
セ
ン
タ
ー
、
す

ば
る
ホ
ー
ル
、
レ
イ
ン
ボ
ー

ホ
ー
ル
（
市
民
会
館
）、
総
合
福

祉
会
館
、
け
あ
ぱ
る
、
か
が
り

の
郷
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
市
民

総
合
体
育
館
、
総
合
ス
ポ
ー
ツ

公
園
、
き
ら
め
き
フ
ァ
ク
ト

リ
ー
ま
た
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

の
市
役
所
の
ご
案
内
「
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
」
で
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

意
見
な
ど
の
提
出
方
法

８
月
　
日

（
消
印
有
効
）
ま

１２

で
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

ご
意
見
を
記
入
し
、
は
が
き
、

封
書
、
フ
ァ
ク
ス
、
E
メ
ー
ル

で

５
８
４
・
８
５
１
１
市
役

所
教
育
総
務
課
〔

　
２
３
０

（２６）

０
・
E
メ
ー
ルk
y
o
u
ik
u
so
m

u
@
c
ity
.to
n
d
a
b
a
y
a
s
h
i.lg
.j

p

〕
へ

※
直
接
持
参
も
可
。
電
話
で
の

受
け
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
。
な

お
、
提
出
さ
れ
た
ご
意
見
は
、

反
映
で
き
る
よ
う
に
検
討
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
個
別
に

回
答
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
教
育
総
務
課

（
内
線
３
５
５
）

　
低
所
得
者
の
高
齢
者
向
け
の

給
付
金
の
申
請
受
け
付
け
は
、

８
月
２
日

を
も
っ
て
終
了
し

ま
す
。

　
支
給
対
象
者
で
申
請
が
ま
だ

の
人
は
お
急
ぎ
く
だ
さ
い
。

　
支
給
対
象
か
ど
う
か
の
確
認

や
申
請
書
が
必
要
な
人
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
支
給
対
象
者
の
要
件
は
、
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
各
課
の
ペ
ー

ジ
「
地
域
福
祉
課
」
で
も
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

お忘れではありませんか？    　
「避難行動要支援者名簿」の　
登録申請

　本市では、災害時に支援を必要とする

人を把握するため、災害対策基本法に基

づき「避難行動要支援

者名簿」を整備してい

ます。

　２月中旬から順次、

同名簿の対象となる人

へ登録用紙を送付し、

申請を受け付けていま

すので、申請がまだの

人はお急ぎください。

　また、登録用紙をなくされた場合は、

再度送付しますので、地域福祉課までご

連絡ください。

問い合わせ　地域福祉課（内線２８２）

申
し
込
み
　
８
月
２
日

ま
で

に
、
申
請
書
に
必
要
書
類
を
添

え
て
、
郵
送
で

５
８
４
・
８

５
１
１
常
盤
町
１
の
１
　
臨
時

福
祉
給
付
金
支
給
担
当
へ
（
当

日
消
印
有
効
）

※
市
役
所
２
階
特
設
受
付
窓
口

へ
の
持
参
も
可
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後

５
時
　
分
）。

３０

問
い
合
わ
せ
　
市
給
付
金
専
用

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
〔

０
５
７

０
（
０
７
７
）
７
６
５
〕

低
所
得
者
の
高
齢
者
向
け
給
付
金
の

受
け
付
け
は
８
月
２
日

で
終
了
し

ま
す

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
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本
市
に
お
け
る
芸
術
文
化
活

動
の
振
興
と
活
性
化
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、
市
内
の
芸
術
文

化
活
動
団
体
が
実
施
す
る
創
造

的
か
つ
自
主
的
な
芸
術
文
化
活

動
を
支
援
・
助
成
し
ま
す
。

対
象
団
体
　
本
市
に
拠
点
を
お

き
、
す
ば
る
ホ
ー
ル
を
利
用
し

た
芸
術
文
化
活
動
を
実
施
す
る

団
体

　
レ
イ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル
で
は
、

多
目
的
ホ
ー
ル
を
よ
り
多
く
の

皆
さ
ん
に
ご
利
用
い
た
だ
く
た

め
、
8
月
1
日

よ
り
、
多
目

的
ホ
ー
ル
の
利
用
受
け
付
け
に

つ
い
て
1
カ
月
の
抽
選
参
加
回

数
を
1
団
体
　
回
ま
で
と
し
ま

１０

す
（
7
月
末
日
の
受
け
付
け
ま

で
は
抽
選
回
数
に
制
限
は
あ
り

ま
せ
ん
）。
皆
さ
ん
に
は
ご
迷

惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
多
目
的
ホ
ー
ル
の
受

け
付
け
方
法
は
次
の
と
お
り
で

す
。
申
し
込
み
方
法
に
つ
い
て

助
成
金
額
　
上
限
　
万
円
（
対

２０

象
経
費
か
ら
収
入
を
控
除
し
た

３
分
の
２
以
内
の
金
額
）　

団
体
数
　
最
大
４
団
体
ま
で

対
象
期
間
　
　
年
　
月
～
　
年

２８

１０

２９

３
月
に
実
施
す
る
事
業

申
し
込
み
 　
７
月
　
日

ま

３１

で
に
す
ば
る
ホ
ー
ル
へ

※
詳
し
く
は
、
す
ば
る
ホ
ー
ル

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔h

ttp
://su

b
a

ru
h
a
ll.o
rg
/

〕
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
　
す
ば
る
ホ
ー
ル

〔

　
０
２
２
２
〕

（２５）

は
従
来
か
ら
の
変
更
は
あ
り
ま

せ
ん
。

●
利
用
受
付
日

利
用
日
の
6
カ
月
前
の
日
に
あ

た
る
日
か
ら
利
用
日
の
前
日
ま

で●
抽
選
の
権
利
の
取
得
方
法
　

該
当
利
用
日
の
受
け
付
け
開
始

日
の
午
前
9
時
に
窓
口
へ
来
ら

れ
た
人
（
1
団
体
1
人
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
レ
イ
ン
ボ
ー

ホ
ー
ル
（
市
民
会
館
）〔

　
１
（２５）

１
１
７
〕

　富田林ドリームフェスティバル、２０１６年度ウエスタン・リーグ公

式戦「オリックス・バファローズ」ＶＳ「広島東洋カープ」が７月

２３日、午後１時～、２４日、午後０時３０分～、富田林バファロー

ズスタジアム（総合スポーツ

公園野球場）で開催されます。

　試合が開催される２日間、

南海高野線「金剛駅」～富田

林市役所～総合スポーツ公園

を結ぶ無料臨時バスを運行し

ますので、ぜひご利用くださ

い。

　乗り場は金剛駅は東出口か

ら南へ約４５㍍の臨時バス停、

市役所は第１駐車場前となっ

ています。また、時刻表は右

表のとおりです。なお、当日は豪華賞品が当たる大抽選会が開催さ

れたり、野球観戦がより楽しめる食べ物屋台が出店されたりしま

す。イベント広場では、物産展や特産物の即売会などもあります。

　皆さんでぜひお越しください。

問い合わせ　生涯学習課〔(20)0390〕

す
ば
る
ホ
ー
ル
芸
術

文
化
助
成
事
業
を
ご

活
用
く
だ
さ
い

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

多
目
的
ホ
ー
ル
利
用
の

　
　
　
　
　
抽
選
方
法
が
変
わ
り
ま
す

レレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレ
イイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
ボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
ホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
ルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル
（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（
市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館

レ
イ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル
（
市
民
会
館
））））））））））））））））））））））



６

さ
ん
汗
を
か
い
た
ら
塩
分
も
補

給
し
ま
し
ょ
う
。
喉
が
渇
く
前

に
こ
ま
め
に
飲
む
の
が
コ
ツ
で

す
。
　

◆
休
息
を
と
ろ
う

　
寝
苦
し
い
夜
は
、
空
気
の
通

り
を
良
く
し
た
り
、
通
気
性
の

良
い
寝
具
を
使
っ
た
り
す
る
な

ど
し
て
、
ぐ
っ
す
り
眠
れ
る
工

夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

◆
栄
養
を
と
ろ
う

　
バ
ラ
ン
ス
よ
く
朝
ご
は
ん
も

し
っ
か
り
食
べ
ま
し
ょ
う
。

◆
声
を
掛
け
合
お
う
　

　
家
族
や
ご
近
所
同
士
で
、「
水

分
取
っ
て
る
？
」「
少
し
休
ん
だ

方
が
良
い
よ
」
な
ど
声
を
掛
け

合
い
ま
し
ょ
う
。

熱
中
症
の
分
類
と
対
応

《
分
類
Ⅰ
（
軽
度
）》
め
ま
い
、

た
ち
く
ら
み
、
こ
む
ら
返
り
、

汗
が
止
ま
ら
な
い
…
涼
し
い
場

所
に
移
動
し
、
衣
類
を
ゆ
る
め

休
み
ま
し
ょ
う
。
保
冷
剤
や
冷

や
し
た
タ
オ
ル
で
脇
や
足
の
付

け
根
な
ど
を
冷
や
し
、
水
分
補

給
を
し
ま
し
ょ
う
。

《
分
類
Ⅱ
（
中
等
度
）》
頭
痛
、

吐
き
気
、
吐
く
、
体
が
だ
る
い
、

ぐ
っ
た
り
す
る
…
自
力
で
水
を

飲
め
な
い
と
き
は
、
す
ぐ
に
救

急
車
を
呼
ん
で
く
だ
さ
い
。

《
分
類
Ⅲ
（
重
度
）》
意
識
が

な
い
、
け
い
れ
ん
、
体
温
が
高

い
、
ま
っ
す
ぐ
走
れ
な
い
、
歩

け
な
い
…
た
め
ら
わ
ず
、
救
急

車
を
呼
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

〔

　
５
５
２
０
〕

（２８）

　
熱
中
症
と
は
、
高
温
環
境
下

に
お
い
て
体
内
の
温
度
が
上
昇

し
、
正
常
な
体
温
を
維
持
で
き

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
状
態
を

い
い
ま
す
。
発
症
す
る
と
最
悪

の
場
合
、
死
に
至
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
特
に
高
齢
者
や
子
ど

も
は
発
症
し
や
す
い
の
で
、
十

分
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
気
温
が
急
激
に
高
く
な
る

日
、
湿
度
が
高
い
日
、
風
が
な

い
日
、
熱
帯
夜
の
翌
日
、
体
調

の
悪
い
日
、
運
動
な
ど
の
活
動

の
初
日
は
特
に
気
を
付
け
ま

し
ょ
う
。

熱
中
症
予
防
～
５
つ
の
声
掛
け

を
実
践
し
て
、
夏
を
涼
し
く
乗

り
切
ろ
う
！
～

◆
温
度
に
気
を
配
ろ
う

　
今
い
る
所
、
こ
れ
か
ら
行
く

所
の
温
度
、
湿
度
を
温
度
計
や

天
気
予
報
で
知
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
扇
風
機
や
エ

ア
コ
ン
を
上
手
に
使
い
、
涼
し

い
素
材
の
服
を
着
ま
し
ょ
う
。

　
特
に
外
出
時
は
帽
子
や
日
傘

を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

◆
飲
み
物
を
持
ち
歩
こ
う

　
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
水
分
補

給
が
で
き
る
よ
う
に
、
飲
み
物

を
持
ち
歩
き
ま
し
ょ
う
。
た
く

熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱
中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中
熱
中
症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症
に
    

   ご
注
意
を

ゲリラ豪雨や竜巻に注意してください

　近年、異常気象により、局地的に大気の状態が不安定となり、

急速に積乱雲が発達して急に強い雨が降る「ゲリラ豪雨」が発

生しやすい傾向にあります。ゲリラ豪雨が発生すると、降った

雨が低い場所へ一気に流れ込むため、総雨量は少なくても短時

間で甚大な被害が発生することがあります。

　また、積乱雲の発達は、竜巻が発生する要因にもなり、全国

的に被害が起こっています。

　災害から身を守るために、どのような場所で災害や事故が発

生するのかを想定し、日頃から対策を考えておくことが大切で

す。

ゲリラ豪雨によって発生する被害

■川の急な増水で中州に取り残される

■アンダーパス（立体交差のため周辺の地面より低い道路）の

冠水

■マンホール、水路などへの転落

■地下施設への浸水

こんなときは要注意

■最新の天気予報で、「大気の状態

が不安定」「雷、突風、ひょうに注

意」「竜巻注意情報」とテレビやラ

ジオなどで報道されているとき

■急に冷たい風が吹いてきたとき

■黒い雲が近づいてきたとき

■雷が近くで発生したとき

■川の水かさが増えてきたり、水が濁ってきたりしたとき

　外出の際には、最新の気象情報を確認し、危険な場所には近

づかないようにしましょう。

問い合わせ　危機管理室（内線９５０３）

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ

に
注
意
！

　
元
来
、
セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ

は
、
攻
撃
性
の
な
い
お
と
な
し

い
ク
モ
で
、
毒
を
持
っ
て
い
る

牙
も
短
い
た
め
、
肌
の
露
出
し

て
い
る
部
分
以
外
を
か
ま
れ
る

こ
と
は
ま
ず
あ
り
ま
せ
ん
が
、

小
さ
な
子
ど
も
や
高
齢
者
が
い

る
家
庭
は
特
に
注
意
し
、
冷
静

に
対
応
し
て
く
だ
さ
い
。

●
セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
が
生
息
し

そ
う
な
場
所
と
注
意
点
　

　
排
水
溝
、
エ
ア
コ
ン
の
室
外

機
周
辺
、
使
っ
て
い
な
い
自
転

車
な
ど
、
日
頃
か
ら
生
息
し
そ

う
な
場
所
を
確
認
し
、
ク
モ
に

巣
を
作
ら
せ
な
い
よ
う
に
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

　
屋
外
に
置
い
て
あ
る
履
物
な

ど
を
素
足
で
履
く
際
に
、
肌
の

露
出
し
た
部
分
を
か
ま
れ
る
こ

と
が
多
い
た
め
、
履
物
の
中
を

事
前
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

●
駆
除
の
方
法

　
市
販
の
家
庭
用
殺
虫
剤
（
ピ

レ
ス
ロ
イ
ド
系
）
を
噴
霧
す
る

か
、
踏
み
つ
ぶ
し
て
く
だ
さ
い
。

　
卵
（
約
１

で
乳
白
色
ま
た

は
黄
褐
色
）
は
、
完
全
に
踏
み

つ
ぶ
す
か
家
庭
用
の
草
焼
き

バ
ー
ナ
ー
な
ど
で
焼
却
し
て
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
町
会
清
掃
な
ど
の
際

に
一
斉
に
駆
除
が
で
き
れ
ば
、

以
後
の
生
息
数
を
減
ら
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

※
簡
単
に
駆
除
で
き
ま
す
が
、

作
業
中
は
必
ず
軍
手
な
ど
を
着

用
し
、
で
き
る
だ
け
肌
を
露
出

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
衛
生
課
（
内
線

１
４
３
、
１
４
７
）、
富
田
林
保

健
所
〔

　
２
６
８
１
〕

（２３）



７

「大阪府自転車条例」が施行
され、７月１日から保険加
入が義務化されます

　府では、近年自転車に関連する交通

事故が増加傾向にある事を鑑み、自転

車を安全で適正に利用するための必要

な事項を定めるとともに、自転車の交

通事故防止および被害者の保護を図る

ことを目的として、４月１日に「大阪

府自転車条例」を制定しました。

　これに伴い、７月１日から自転車

利用者は自転車損害賠償保険などへの

加入が義務化されます。

　詳しくはお問い合わせください。

問い合わせ　府自転車条例総合窓口 

〔０６(６９４４)６７３６〕

地域の交通を一緒に考えてみ
ませんか

「高齢者が増えて将来の外出や買い物

に不安を感じている」「子どもや主婦な

ど、車を運転できない人が多く交通機

関まで遠い」など、日頃の外出に不便

を感じておられる人の移動について地

域とともに考える、「地域の交通を考え

る勉強会」を開催しませんか。

　本市では、地域の皆さんと地域の交

通を考える取り組みを実施していま

す。

　その取り組みの一つとして、同勉強

会の開催を考える団体に出張して、地

域の交通について市や交通の専門家な

どがお話をさせていただきますので、

町会（自治会）や老人会などご近所が

集まる機会にぜひご利用ください。

　詳しくはお問い合わせください。

問い合わせ　道路交通課（内線４１６）

　
も
う
す
ぐ
夏
休
み
で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
外
で
遊
ぶ

機
会
が
多
く
な
り
ま
す
が
、
夏

休
み
の
開
放
感
と
暑
さ
な
ど
で

注
意
力
が
鈍
り
、
交
通
事
故
に

遭
い
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
自
転
車
の
事
故
は
依
然
多

く
、
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
ら

な
い
自
転
車
も
多
く
見
受
け
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
行
事
や
イ
ベ

ン
ト
が
増
え
る
夏
は
、
飲
酒
運

転
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
７
月
１
日

～

夏の交通事夏の交通事故故

防止運防止運動動

　
日

ま

３１で
の
１
カ

月
間
、「
夏

の
交
通
事

故
防
止
運

動
」
が
実

施
さ
れ
ま

す
。
　
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
重
点
項
目
は

次
の
と
お
り
で
す
。

ス
ロ
ー
ガ
ン
　

●
ゆ
っ
く
り
と
　
マ
ナ
ー
を
乗

せ
て
　
ふ
む
ペ
ダ
ル

●
し
ん
ご
う
が
　
あ
お
で
も
よ

く
み
る
　
み
ぎ
ひ
だ
り

●
そ
の
酒
で
　
失
う
信
頼
　
家

族
の
未
来

重
点
項
目

○
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

○
子
ど
も
の
交
通
事
故
防
止

○
飲
酒
運
転
の
根
絶

　
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
道
路
交
通
課

（
内
線
４
１
６
）

●
本
市
も
都
市
競
艇
企
業
団
に

参
加
し
て
い
ま
す

　
本
市
を
含
む
府
内
　
市
で
構

１６

成
さ
れ
て
い
る
「
大
阪
府
都
市

競
艇
企
業
団
」（
　
年
３
月
　
日

２８

３１

ま
で
は
「
大
阪
府
都
市
競
艇
組

合
」）
は
昭
和
　
年
に
設
立
さ

２７

れ
、
同
企
業
団
主
催
の
ボ
ー
ト

レ
ー
ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
当
初
は
戦
災
か
ら
の
復
興
の

財
源
確
保
を
目
的
に
、
大
阪
狭

山
市
に
あ
る
狭
山
池
に
お
い
て

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
を
開
催
し
て
い

ま
し
た
が
、
干
ば
つ
な
ど
の
た

め
、
昭
和
　
年
よ
り
現
在
の
大

３１

阪
市
住
之
江
区
に
移
転
し
、
今

年
で
　
周
年
を
迎
え
ま
す
。

６０

●
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
の
収
益
金

（
配
分
金
）
に
つ
い
て
　

　
全
て
の
レ
ー
ス
の
売
上
金
の

内
、　

㌫
が
レ
ー
ス
に
投
票
し

７５

た
的
中
者
へ
払
い
戻
し
さ
れ
ま

す
。
残
り
の
　

㌫
か
ら
モ
ー

２５

タ
ー
ボ
ー
ト
競
争
法
で
定
め
ら

れ
て
い
る
法
定
経
費
や
ボ
ー
ト

レ
ー
ス

場
の
賃

借
料
、

人
件
費

な
ど
を

差
し
引

い
た
金

額
が
収

益
金
の

一

部

（
配
分

金
）
と

し
て
、

同
企
業

団
の
構
成
市
に
配
分
さ
れ
て
い

ま
す
。

●
配
分
金
の
使
い
道
　

　
本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
約

１
１
２
億
円
の
配
分
金
を
受
け

て
お
り
、
そ
の
貴
重
な
財
源

は
、
教
育
施
設
や
福
祉
施
設
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
公
共
施
設
の
整

備
に
充
て
る
た
め
の
基
金
へ
の

積
み
立
て
や
、
消
防
な
ど
の
安

心
安
全
の
た
め
の
事
業
に
活
用

し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光
課

（
内
線
４
８
０
）

ボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
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ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
ススススススススススススススススススススス
ののののののののののののののののののののの
収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
の
収
益益益益益益益益益益益益益益益益益益益益益益

金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金
ははははははははははははははははははははは
市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
ののののののののののののののののののののの
さささささささささささささささささささささ
ままままままままままままままままままままま
ざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざ
ままままままままままままままままままままま

金
は
市
の
さ
ま
ざ
ま
なななななななななななななななななななななな

事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事
業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業
ににににににににににににににににににににに
役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役
立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立
ててててててててててててててててててててて
ららららららららららららららららららららら
れれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれ

事
業
に
役
立
て
ら
れ
てててててててててててててててててててててて

いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
ままままままままままままままままままままま
い
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
　
　

宝
く
じ

　
１
等
・
前
後
賞
合
わ
せ
て
７

億
円
が
当
た
る
「
サ
マ
ー
ジ
ャ

ン
ボ
宝
く
じ
」
が
発
売
さ
れ
ま

す
。
ま
た
「
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ

ミ
ニ
７
０
０
０
万
円
」
も
同
時

発
売
さ
れ
ま
す
。

　
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の

収

益

金

は
、
市
町

村
の
明
る

く
住
み
よ

い
ま
ち
づ

く
り
に
使

わ
れ
ま
す
。
府
内
の
宝
く
じ
売

場
で
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
農
業
公
園
サ
バ
ー

フ
ァ
ー
ム
で
も
販
売
し
て
い
ま

す
。

発
売
期
間
　
７
月
６
日

～
　２９

日


問
い
合
わ
せ
　
（
公
財
）
府
市
町

村
振
興
協
会
〔

０
６
（
６
９

４
１
）
７
４
４
１
〕



８

　
資
源
ゴ
ミ
の
分
別
収
集
や
再

利
用
な
ど
に
よ
り
、
ゴ
ミ
の
減

量
化
が
図
ら
れ
つ
つ
あ
り
ま
す

が
、
依
然
と
し
て
街
中
や
河
川

敷
へ
の
ポ
イ
捨
て
が
多
く
見
ら

れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
ゴ
ミ
は
、
降
雨
な

ど
に
よ
り
河
川
や
海
に
流
入

し
、
生
活
環
境
や
さ
ま
ざ
ま
な

生
物
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

ま
す
。

　
本
市
で
は
毎
年
３
月
に
、
市

民
参
加
に
よ
る
石
川
大
清
掃
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
定

期
的
に
市
職
員
ら
が
庁
舎
周
辺

や
河
川
敷
を
清
掃
し
て
い
ま

す
。
府
で
は
「
ご
み
を
な
く
そ

う
。
水
を
き
れ
い
に
！
」
を
合

言
葉
に
６
～
７
月
の
２
カ
月
間

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
身
近
な
河
川
の
美
化
・
清
掃

に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
炊
事
・
洗
濯
・
入
浴

な
ど
の
生
活
排
水
も
河
川
や
海

の
汚
れ
の
大
き
な
原
因
で
す
。

　
河
川
の
水
質
を
良
く
す
る
に

は
、
生
活
排
水
の
浄
化
を
進
め

る
こ
と
が
重
要
で
す
。　

　
河
川
の
汚
れ
を
最
小
限
に
と

ど
め
る
た
め
に
「
水
に
や
さ
し

い
心
遣
い
と
気
配
り
」
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
み
ど
り
環
境
課

（
内
線
４
３
２
）

「
河
川
愛
護
月
間
」

7
月
7
月
はは

試
験
職
種
と
受
験
資
格
お
よ
び

採
用
予
定
人
数

左
表
の
と
お
り

第
１
次
試
験
日
、
試
験
内
容

試
験
日
　
７
月
　
日


３１

試
験
内
容
　
基
礎
能
力
試
験
、

性
格
適
性
検
査

申
込
書
の
交
付

７
月
１
日

～
　
日

（
土
・

１５

日
曜
日
を
除
く
、
午
前
９
時
～

午
後
５
時
　
分
）
に
人
事
課
、

３０

金
剛
連
絡
所
で
交
付
し
ま
す

※
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
各
課
の

ペ
ー
ジ
「
人
事
課
」
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

申
し
込
み
方
法

７
月
１
日

～
　
日

（
土
・

１５

日
曜
日
を
除
く
、
午
前
９
時
～

午
後
５
時
　
分
）
ま
で
に
、
次

３０

の
①
②
両
方
の
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

①
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
人
事
課
へ
提
出
（
郵
送
可
。

７
月
　
日

の
消
印
有
効
）

１３

②
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
各
課
の

ペ
ー
ジ
「
人
事
課
」
か

ら
「
採
用
試
験
エ
ン
ト

リ
ー
フ
ォ
ー
ム
」
を
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
、
必

要
事
項
を
入
力
し
、

メ
ー
ル
に
添
付
し
て
エ

ン
ト
リ
ー

※
詳
し
く
は
７
月
１
日


か
ら
配
布
す
る
募
集

要
項
ま
た
は
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
の
各
課
の
ペ
ー

ジ
「
人
事
課
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

※
い
ず
れ
の
職
種
に
お

い
て
も
性
別
は
問
い
ま

せ
ん
。
ま
た
、
日
本
国

籍
を
有
し
な
い
人
も
受

験
で
き
ま
す
が
、
従
事

で
き
る
職
務
に
制
限
が

あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
人
事
課

（
内
線
３
２
２
、
３
２

３
）

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員
採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採
用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用
資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資

市
職
員
採
用
資
格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格
試試試試試試試試試試試試試試試試試試試試試
験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験
試
験
をを

実
施
し
ま

実
施
し
ま
すす

　
年
度

２８

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

　
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
　
と
は
、

２１

環
境
省
が
策
定
し
た
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
基
づ
き
認
証
登
録
す
る

制
度
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
削
減
に

取
り
組
む
た
め
の
環
境
経
営
シ

ス
テ
ム
で
す
。

　
企
業
を
対
象
に
同
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。

エエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエ
コココココココココココココココココココココココココココココ
アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア
ククククククククククククククククククククククククククククク
シシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシ
ョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
　２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１２１

説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説
明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明
説
明
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

と
き
　
７
月
　
日

、
午
前
　

１５

１０

時
～
　
時
　
分

１１

４５

と
こ
ろ
　
レ
イ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル

（
市
民
会
館
）

定
員
　
　
人
（
申
し
込
み
先
着

４０

順
）　

参
加
費
　
無
料

申
し
込
み
　
７
月
６
日

～
、

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
　
地
域
事
務

２１

局
大
阪
〔

０
６
（
６
５
４
３
）

１
５
２
１
・

０
６
（
６
５
４

３
）
０
６
０
７
〕
へ



９

特別救助隊が発足

　５月に本市の救助隊が特別救助隊として発

足しました。

　特別救助隊とは、国が定める特殊災害に対

応するための資機材を有し、専門的な教育を

受けた隊員で構成される救助隊をいいます。

　この特別救助隊が運用する車両は緊急消防

援助隊に登録しており、資機材２２７種類・４３７

点を搭載して多種多様な災害に備えています。

　今後も訓練を実施することで災害対応力の

強化に努めます。

問い合わせ　市消防本部消防署〔(２３)０１１９〕

ストップ水難事故

　例年この時期になると、海や川、プールな

どでレジャーを楽しむ機会

が多くなるとともに、水難

事故が多く発生します。夏

の水遊びは楽しい反面、危

険も多く、数十㌢程の深さ

でも命を落としてしまうこともあります。

　また、飲酒して海や川で遊ぶことは大変危

険ですので絶対にやめましょう。

　川や水のさまざまな危険性を十分に理解

し、ルールを守って楽しい夏にしましょう。

問い合わせ　市消防本部消防署〔(２３)０１１９〕

防火管理者資格取得講習会

　消防法の規定により、一定基準以上の建物

には防火管理者を選任し、防火管理上必要な

業務を実施しなければなりません。市消防本

部ではこの資格を付与するための講習会を実

施します。

とき　８月２５日、２６日、午前９時～午後

４時（全２日）

ところ　市消防本部

定員　８０人（申し込み先着順）

受講料　１４５０円（テキスト代）

申し込み　７月１９日～２９日（土・日曜日

を除く午前９時～午後５時）までに市消防本

部予防課〔(２３)１１２４〕へ（電話申し込み不

可）

貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸ししししししししししししししししししししししししし農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市貸し農園・市民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民

体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用体験農園利用者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者

募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集

《
貸
し
農
園
》

●
た
け
ち
ゃ
ん
農
園

と
こ
ろ
　
錦
織
北
三
丁
目

利
用
料
　
年
額
７
２
０
０
円
～

２
万
９
４
０
０
円
（
１
区
画
約

　
～
１
４
７
平
方
㍍
）

３６問
い
合
わ
せ
　
竹
野
さ
ん
〔


０
９
０
（
４
２
９
５
）
７
４
１

５
〕

●
な
の
花
畑

と
こ
ろ
　
佐
備

利
用
料
　
年
額
５
万
円
（
１
区

画
約
　
平
方
㍍
、
種
、
苗
、
肥

４０

料
、
農
具
使
用
料
な
ど
含
む
）

※
駐
車
場
、
農
業
用
水
、
ト
イ

レ
、
休
憩
所
あ
り
。

問
い
合
わ
せ
　
東
さ
ん
〔

　（３４）

５
３
５
１
〕　

●
松
村
フ
ァ
ー
ム

と
こ
ろ
　
龍
泉
（
Ｊ
Ａ
大
阪
南

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
前
）

利
用
料
　
年
額
１
万
８
０
０
０

円
～
３
万
８
０
０
０
円
（
１
区

画
　
～
１
５
６
平
方
㍍
）

８５
※
駐
車
場
、
農
業
用
水
道
あ

り
。

問
い
合
わ
せ
　
松
村
さ
ん
〔


０
９
０
（
５
６
６
３
）
６
２
３

７
〕

●
錦
織
西
田
農
園

と
こ
ろ
　
錦
織
北
一
丁
目

利
用
料
　
年
額
　
万
円
（
１
区

１２

画
　
平
方
㍍
）

５０
※
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
常
駐
、

完
全
指
導
型
。

問
い
合
わ
せ
　
西
田
　
忠
勝
さ

ん
〔

　
３
６
７
４
〕

（２３）

●
も
と
き
り
ん
フ
ァ
ー
ム

と
こ
ろ
　
龍
泉

利
用
料
　
年
額
１
万
６
８
０
０

円
～
２
万
５
２
０
０
円
（
１
区

画
　
～
　
平
方
㍍
）

６６

９９

※
駐
車
場
、
農
業
用
水
道
、
ト

イ
レ
あ
り
。

問
い
合
わ
せ
　
福
田
さ
ん
〔


　
２
１
３
６
）

（３４）●
ハ
イ
ジ
の
里

と
こ
ろ
　
龍
泉

利
用
料
　
年
額
１
万
８
０
０
０

円
（
１
区
画
約
　
平
方
㍍
）

８０

※
駐
車
場
、
農
業
用
水
道
、
ト

イ
レ
あ
り
。

問
い
合
わ
せ
　
松
村
さ
ん
〔


０
９
０
（
８
７
９
１
）
５
８
９

５
〕

●
西
田
農
園

と
こ
ろ
　
錦
織
北
二
丁
目

利
用
料
　
年
額
１
万
８
０
０
０

円
（
１
区
画
約
　
平
方
㍍
）

２５

※
駐
車
場
あ
り
。

問
い
合
わ
せ
　
西
田
　
正
雄
さ

ん
〔

　
０
６
３
２
）

（２４）

●
ｈ
ｏ
ｒ
ｉ
ｋ
ａ
ｗ
ａ
小
規
模

農
園
Ｂ

と
こ
ろ
　
山
中
田
町
一
丁
目

利
用
料
　
年
額
１
万
円
（
１
区

画
約
　
平
方
㍍
）

３５

問
い
合
わ
せ
　
堀
川
さ
ん
〔


０
９
０
（
６
９
８
７
）
３
８
１

７
）

●
富
田
林
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン

１
・
２
・
３

と
こ
ろ
　
１
・
２
＝
佐
備
、
３

＝
龍
泉

利
用
料
　
い
ず
れ
も
年
額
２
万

５
０
０
０
円
（
１
区
画
　
・
５

８２

平
方
㍍
）

問
い
合
わ
せ
　
谷
口
さ
ん
〔


０
８
０
（
８
３
２
９
）
７
３
８

１
〕

《
市
民
体
験
農
園
》

●
平
町
農
園

と
こ
ろ
　
平
町
二
丁
目

利
用
料
　
年
額
３
５
０
０
円

（
１
区
画
　
平
方
㍍
）

１５

問
い
合
わ
せ
　
奥
本
さ
ん
〔


　
１
０
６
３
〕

（２６）●
若
松
町
農
園

と
こ
ろ
　
若
松
町
四
丁
目

利
用
料
　
年
額
３
５
０
０
円

（
１
区
画
　
平
方
㍍
）

１５

問
い
合
わ
せ
　
辻
さ
ん
〔

　（２４）

４
５
０
８
〕



１０

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

　
８
月
５
日
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後期高齢者医療に関するお知らせ   

●被保険者証が変わります　

　今年８月から「後期高齢者医療被保険者証」が「薄緑

色」に変わります。

　新しい被保険者証は、７月中に郵送します。有効期限

は２９年７月３１日までの１年間です。

●保険医療機関などでの自己負担割合について

　自己負担割合は、毎年８月１日現在で当該年度（４月

から７月までは前年度）の「地方税法上の各種所得控除

後の所得（課税標準額）」により定期判定します。

　医療機関での自己負担割合は、「一般の人は１割」、「現

役並み所得者は３割」となります。

　ただし、現役並み所得者として３割負担と判定された

場合でも、次の要件に該当するときは、福祉医療課に申

請（基準収入額適用申請）することで、申請の翌月から

１割負担に変更することができます。

○同一世帯に被保険者が１人の場合＝被保険者本人の収

入額が３８３万円未満のとき

○同一世帯に被保険者が複数いる場合＝被保険者の収入

の合計額が５２０万円未満のとき

○同一世帯に被保険者が１人で、かつ７０歳以上７５歳未満

の人がいる場合＝被保険者本人の収入額が３８３万円以上

で、被保険者本人および７０歳以上７５歳未満の人の収入の

合計額が５２０万円未満のとき

●後期高齢者医療制度保険料の決定について　

　２８年度の後期高齢者医療制度保険料の決定（本算定）

に伴い、被保険者の皆さんに保険料額決定通知書および

納入通知書を７月中に郵送します。

　保険料の納入方法は、年金からの天引きで納めていた

だく「特別徴収」と、市からお送りする納付書や口座振

替などで納めていただく「普通徴収」の２通りに分かれ

ます。

　なお、特別徴収を口座振替に変更することもできま

す。希望される人はお問い合わせください。

　また、納付方法をすでに口座振替にされている人でも

特別徴収となる場合があります。引き続き口座振替を希

望される場合は、納付方法変更申出書の提出が必要で

す。７月２９日までに提出いただくと、１０月支給分の年

金から適用されます。

●後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認

定証の更新　

　後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証（減

額認定証）は、保険医療機関などの窓口で提示すると、

医療費、入院時食事代の負担が軽減されるもので、住民

税非課税世帯に属する被保険者が対象です。引き続き対

象となる人には、８月１日から有効の減額認定証を、

７月中に郵送します。

問い合わせ　福祉医療課（内線１５８、１５９）
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落
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落
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。

　
展
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を
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、
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し
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おでかけサポート！ハローワーク           

in 大阪狭山市

　ハローワークまで遠くてなかなか行けない人など

のために、身近な市役所で求人情報の提供と職業紹

介をします。今回は大阪狭山市で実施します。

　なお、ハローワークカードをすでにお持ちの人

は、同カードを持参してください。

とき　７月２５日、午後１時～４時（受け付けは午

後３時３０分まで）　※来場者多数の場合は受付終了

時間を早める場合があります。

ところ　大阪狭山市役所３階第１会議室　※当日、

直接会場へ。

問い合わせ　大阪狭山市農政商工グループ〔０７２

(３６６)００１１〕

「開業サポート資金」の金利を引き下げ

　府では、府内での創業を促進するため、｢開業サ

ポート資金｣の金利を引き下げました。

　また、多様な起業家の育成に向け、女性、若者、

シニア、ＵＩＪターン該当者については、さらに金

利を引き下げました。

●女性・若者・シニア・ＵＩＪターンの要件

・女性＝事業主が女性であること。

・若者＝事業主が受け付け時点で３５歳未満であるこ

と。

・シニア＝事業主が受け付け時点で５５歳以上である

こと。

・ＵＩＪターン該当者＝受け付け時の１年前以内に

東京圏（東京都、埼玉県、千葉県、神奈川県、茨城

県）に在住していた人が、府内で創業するものであ

ること。

※詳しくは、府ホームページ〔http://www.pref.osa

ka.lg.jp/kinyushien/seido001/index.html〕をご覧くだ

さい。　　　

問い合わせ　府中小企業支援室金融課制度融資グ

ループ〔０６(６２１０)９５０８〕

業務用計量器の定期検査

　商取引や証明用として使用される計量器は、計量

法の規定により、定期検査に合格しないと使用でき

ません。

　事前に府計量検定所から「定期検査通知書」が届

きます。定期検査が下表のとおり実施されますの

で、必ず受けてください。

問い合わせ　府計量検定所〔０７２(８７２)７８０１〕
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。
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取
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い
。
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６
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０
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０
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０
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※
７
月
７
日

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会

と
体
験
実
習
、
７
月
　
日

、

２５

９
月
７
日

＝
施
設
見
学
会
を

同
専
門
校
で
実
施
し
ま
す
（
い

ず
れ
も
午
後
１
時
　
分
～
受
け

１５

付
け
、
当
日
直
接
会
場
へ
）。

府立南大阪高等

職業技術専門校

１０月入校生募集


